
 

都立多摩桜の丘学園 知的障害教育部門高等部 平成２９年度進路指導計画   高等部進路指導部 

 

 行  事 ね ら い ・ 内 容 そ の 他 

１
年 

知
る 

＜1年次の目標＞ 
① 自分の将来について考え、主体的に取組む意欲をもつ。                    
② 進路学習週間、短期就業体験等の活動を通して社会参加の意識を育てる。 
③ 進路について基本的な事柄を知り、より良い進路を選択する基礎的な力を育てる。 

１学期 
進路ガイダンス：4/13 
進路学習週間 
：6/19～30 
 進路見学・校内実習 
夏季休業中 
親子進路見学 
：日程未定  
３学期 
短期就業体験週間 
：1/22～2/2 
２日間の職場体験 
  校内実習等 

進路ガイダンス 
・３年間の進路学習について流れを知る。 
進路週間 
・「進路」を意識付ける。 
・自分の作業能力を多面的に知る。 
・進路先を知る。 
 
・多様な進路先を知り進路について家庭で話し合う。 
 
・働く体験をする。（希望・経験） 
・身近にある仕事を知る。 
・希望の職種の見学、体験をする。 

保護者会 
福祉事業所説明会 
（5/19・22） 
家庭訪問、面談 
：共通理解と取り組み
方の確認 
面談 
：進め方の確認・取り
組みの確認 
＊保護者会・面談で進
路情報の提供 
 
＊保護者向け学習会 

２
年 

経
験
す
る 

＜2年次の目標＞ 
② より多くの経験を通して自分の進路を主体的に考える。 
② 自分の力や課題を理解して意欲的に進路の学習に取り組む。 
③ より良い進路を選択する力を伸長する。                                 

１学期 
進路ガイダンス 
短期就業体験週間 
：6/19～6/30 
 職場体験・校内実習 
夏季休業中 
親子進路見学 
２学期 
現場実習 
：10/23～11/2 
３学期 
進路見学：2/15 
※特別実習 
：1/10～3/9 

 
２年生の進路学習について知る。 
・２週間の中で各自２日間の職場体験 
・職場体験以外は校内実習 
・現場実習に向けて自分に適した職種、実習先を考え
る。 
・多様な進路先を知り進路について家庭で話し合う。 
・働くために必要な事を体感する。 
・自分の適性や課題を知る。 
・具体的な進路先について考える。 
 
・生活の場や余暇活動の場等を見学する。 
＊上記の実習期間外に企業の実習生募集がきた場合、生徒を推薦

する場合がある 

面談 
：現場実習の話・進め
方の確認 
福祉事業所説明会 
(5/19・22) 
面談 
：実習評価の共通確認
・課題の確認と改善の
手立ての相談 
＊保護者会・面談で進
路情報の提供 
 
＊保護者向け学習会 

３
年 

決
め
る 

＜3年次の目標＞ 
② 今までの学習を基盤に自分の適性と希望に合った進路を考え、決定する。 
② 進路に向けて前向きに努力し、積極的に社会に貢献しようという意欲をもつ。 
③ 新しい生活へスムーズに移行するための知識や技能の基盤をつくり、支援機関等と連携した卒
業後の生活について見通しをもつ。 

１学期 
求職登録・グループホーム
見学（希望者）：4/28 
現場実習：5/29～6/16 
福祉課訪問：7・8月 
職業センター業務説
明会（８月日時未定） 
２学期 
現場実習 
：9/25～10/13 
個別移行支援計画作
成 
３学期 
特別実習1/10～3/9 
卒業単元学習 
個別移行支援計画作
成移行支援会議 等 
内定通知書伝達式 

 
・ハローワーク府中で求職登録をする。グループホー

ムを見学する。（企業就労希望者対象） 
・進路先を決めるための実習を行う。 
・居住地の福祉課を訪問し、福祉制度の利用、年金、
就労支援機関、生活支援機関等、必要な支援につい
て知る。（対象は全員、日程は別途連絡） 

・障害者職業センター多摩支所の業務や利用の仕方を
知る。（企業就労希望者対象） 

・進路先を決めるための実習を行う。 
・個別移行支援計画の具体的な内容を知る。 
 
・進路先を決める。 
・進路先に応じて特別実習を随時行う。 
・移行支援計画を作成し、内容を確認する。 
・卒業単元学習:社会人になるために必要な知識や心

構えを学ぶ。 
・内定通知書を本人に手渡す。 

保護者会：Ⅰ期実習に
ついて、進路決定まで
の流れについて 
福祉事業所説明会 
（5/19・22） 
面談 
：実習評価の提示・進
路希望確認 
 
面談 
：実習評価の提示・進
路希望確認 
就労・入所手続きの確
認 
個別移行支援計画の確
認と移行支援会議、各
種手続き等 
＊保護者向け学習会 
内定通知書伝達：随時 


